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自
衛
隊
の
定
員
充
足
を
求
め
る
意
見
書

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
自
衛
隊
は
、
発
生
直
後
の
情
報
収
集
、
被
災
者
の
捜
索
や
救

助
活
動
、
給
水
、
給
食
、
入
浴
な
ど
の
生
活
支
援
、
物
資
の
輸
送
支
援
な
ど
広
範
に
わ
た
る
活
動
を
行
い
、

そ
の
活
動
は
、
派
遣
日
数
百
七
十
四
日
間
、
延
べ
派
遣
人
員
約
千
五
十
八
万
人
、
一
日
の
最
大
派
遣
人
員
約

十
万
七
千
人
と
い
う
大
規
模
な
も
の
と
な
り
、
多
く
の
国
民
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
、
中
国
の
軍
事
力
強
化
や
わ
が
国
周
辺
海
域

で
の
活
動
の
拡
大
、
ロ
シ
ア
軍
の
活
動
の
活
発
化
な
ど
、
わ
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
的
な
安
全
保
障
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
国
際
社
会
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
資
源
や
食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
わ
が
国
は
、
国
際
社
会
に
お

け
る
安
全
保
障
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
協
力
や
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ゴ
ラ
ン
高
原

や
ネ
パ
ー
ル
、
ス
ー
ダ
ン
に
加
え
、
ハ
イ
チ
や
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
い
て
も
部
隊
を
派
遣
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
協
力
と
と
も
に
世
界
的
な
大
規
模
災
害
に
備
え
た
国
民
の
目
に
は
触
れ
な
い
国
際
緊
急
援
助

隊
の
待
機
も
恒
常
化
し
て
お
り
、
加
え
て
、
今
後
国
民
保
護
法
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
活
動
の
拡
大
も
予
想
さ

れ
、
自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
衛
隊
の
常
備
自
衛
官
の
充
足
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
定
員
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
強
と
な
っ
て

お
り
、
自
衛
隊
に
期
待
さ
れ
る
多
様
化
し
た
役
割
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
高
度
な
専
門
能

力
と
組
織
力
は
他
の
組
織
で
は
代
替
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
衛
官
の
充
足
が
十
分

と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
多
様
化
す
る
国
内
外
に
お
け
る
自
衛
隊
の
任
務
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
衛
隊
の
確
実
な
定
員
の
充
足
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
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